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マスク生活下でのコミ
ュニケーションについ
て講演する吉川氏＝５
月22日、Ｍ＆Ｄホール

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
が
講
演

コ
ロ
ナ
禍
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
５
月
22
日
、
吉
川
左
紀

子
氏
（
京
都
芸
術
大
学
学

長
）
を
講
師
に
迎
え
、
講
習

会
「
心
理
学
か
ら
見
た
マ
ス

ク
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

開
き
、
全
国
か
ら
会
員
な
ど

介
護
が
必
要
な
患
者
に
対
す

る
ケ
ア
の
考
え
方
を
い
う
。

「
見
る
（
水
平
に
正
面
か
ら

目
を
見
つ
め
る
）
・

話
す

（
穏
や
か
に
、
優
し
く
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
話
し
か
け

る
）
・
触
れ
る
（
広
い
面
積

違
法
行
為
日
常
的
か　

浜
松

・
歯
科
衛
生
士
法
違
反
容
疑

逮
捕　

背
景
に
業
界
事
情
／

静
岡
新
聞
５
月
13
日　

歯
科

助
手
に
歯
石
の
除
去
な
ど
の

歯
科
衛
生
士
業
務
を
行
わ
せ

た
と
し
て
、
歯
科
衛
生
士
法

違
反
容
疑
で
歯
科
医
師
ら
が

逮
捕
さ
れ
た
事
件
を
報
じ

た
。

　

歯
科
衛
生
士
等
の
業
務
範

囲
に
つ
い
て
は
、
保
団
連
が

発
行
す
る
「
デ
ン
タ
ル
ス
タ

ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保
険
診

療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
２
０
１

７
年
版
）
」
で
解
説
し
て
い

る
。

で
ゆ
っ
く
り
触
れ
る
）」
を

柱
と
し
た
、『
人
間
ら
し
さ

を
大
切
に
す
る
技
法
』
に
よ

っ
て
、
マ
ス
ク
生
活
下
で
あ

っ
て
も
良
好
な
人
間
関
係
が

構
築
で
き
る
と
強
調
し
た
。

　

（
城
東
区
・
廣
西
賀
子
）

55
人
が
参
加
し
た
。

　

吉
川
氏
は
、
結
核
病
棟
で

働
く
看
護
師
か
ら
、
常
時
Ｎ

95
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
患
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
支
障
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
を
受
け
て
行
っ

た
調
査
を
紹
介
し
た
。
調
査

像
を
患
者
に
見
て
も
ら
い
、

看
護
師
の
印
象
や
評
価
を
す

る
方
法
で
行
う
。
微
笑
な
ど

の
プ
ラ
ス
の
表
情
・
伝
達
だ

け
で
は
患
者
の
評
価
は
低
く

な
る
が
、
心
を
込
め
た
声
掛

け
に
よ
り
、
評
価
が
高
く
な

る
結
果
と
な
っ
た
と
説
明
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
生
活

が
長
引
く
今
、
マ
ス
ク
姿
に

よ
る
表
情
の
読
み
取
り
に
く

さ
を
補
う
方
法
と
し
て
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
技
法
を

紹
介
。
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ヴ
・

ジ
ネ
ス
ト
氏
ら
が
考
案
し
、

最先端の研究で〝骨を守り、骨を創る〟歯学研究が開く ④歯科のの未来

教　

授　

西
村　

理
行

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

生
化
学
教
室

標的
遺伝子

促進薬

骨芽細胞

骨形成
骨吸収

阻害薬

Smad

BMP

Runx2

NFAT

c-Jun

JNK

RANKL

破骨細胞

歯周病・骨欠損の再生

創薬スク
リーニング
システム

マウスジェ
ネティクス

ゲノム編集
技術

　

未
曽
有
の
超
高
齢
社
会
と
少
子
化

に
よ
り
、
歯
科
医
療
が
劇
的
に
変
貌

し
て
い
ま
す
。
特
に
齲
蝕
か
ら
歯
周

疾
患
へ
治
療
の
軸
足
が
移
り
、
骨
を

含
め
た
歯
周
組
織
の
維
持
が
重
要
な

課
題
で
す
。
私
た
ち
の
研
究
室
で
は

骨
吸
収
の
抑
止
と
骨
形
成
の
賦
活
化

を
追
求
し
、
最
先
端
の
基
礎
研
究
を

社
会
実
装
に
繋
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
シ
グ
ナ
ル

　

破
骨
細
胞
の
分
化
、
機
能
及
び
生

存
を
促
す
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ｌ
が
同
定
さ
れ
、
そ
の
ヒ
ト
型

抗
体
、
デ
ノ
ス
マ
ブ
が
骨
吸
収
阻
害

剤
と
し
て
開
発
、
上
市
さ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ノ
ス
マ
ブ
の
副
作
用
と
し
て

顎
骨
壊
死
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、

私
た
ち
は
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
の
細
胞
内
で

の
シ
グ
ナ
ル
を
特
異
的
に
阻
害
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｎ
Ｋ
、
ｃ
‐
Ｊ
ｕ
ｎ
、
さ
ら
に
Ｎ

Ｆ
Ａ
Ｔ
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ｌ
の
機
能
を
担
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｎ
Ｋ
や
Ｎ

Ｆ
Ａ
Ｔ
に
作
用
す
る
阻
害
剤
が
、
破

骨
細
胞
の
分
化
と
骨
吸
収
を
抑
制

し
、
そ
の
細
胞
死
を
誘
導
す
る
こ
と

を
証
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
成

果
を
、
歯
周
疾
患
に
対
す
る
有
効
な

骨
吸
収
阻
害
剤
の
開
発
に
結
び
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｐ
の
作
用
機
序

　

骨
を
形
成
す
る
増
殖
因
子
や
サ
イ

ト
カ
イ
ン
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
異
所
性
に
骨
形
成
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
タ
ン
パ
ク
質
は
Ｂ
Ｍ
Ｐ
と

呼
ば
れ
る
骨
形
成
因
子
だ
け
で
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｐ
は
骨
芽
細
胞
の
分
化
を
促

し
、
強
力
な
骨
形
成
作
用
を
発
揮
し

ま
す
。
意
外
な
こ
と
に
Ｂ
Ｍ
Ｐ
は
ヒ

ト
へ
の
効
果
は
非
常
に
弱
く
、
そ
の

理
由
も
不
明
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
Ｂ
Ｍ
Ｐ
の
細
胞
内
で
の
作
用
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
探
索
し
、
Ｓ
ｍ
ａ
ｄ
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質

を
発
見
し
、
Ｓ
ｍ
ａ
ｄ
が
骨
形
成
に

必
須
な
転
写
因
子
Ｒ
ｕ
ｎ
ｘ
２
と
密

接
に
連
携
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｒ
ｕ
ｎ
ｘ
２
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
、
骨
形
成
に
必
要

な
遺
伝
子
の
発
見
に
も
成
功
し
ま
し

た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
活
用

し
て
骨
形
成
を
促
進
す
る
創
薬
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
と
創
薬

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
を
用
い
て
最
先
端
の
マ
ウ

ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
技
術
を
確
立

し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
を
応
用
し

て
、
特
定
の
遺
伝
子
に
目
印
を
導
入

し
た
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス
を
作
製

し
、
創
薬
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ

の
技
術
開
発
に
よ
り
、
創
薬
が
革
新

的
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
基

礎
研
究
の
さ
ら
な
る
深
化
と
医
療
応

用
へ
の
加
速
化
が
歯
科
医
療
の
発
展

に
繋
が
る
と
確
信
し
て
、
研
究
の
推

進
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

基礎研究により創薬シーズを育み、最新の創薬スクリーニングシス
テムにて特異的な骨吸収阻害薬と骨形成促進薬の開発へと社会実装
を紡ぎ、歯科医療の発展に貢献する。

２
０
２
１
年
夏
季
特
集
号

投
稿
を
募
集

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号
（
８
月
15
日

付
）
へ
の
会
員
投
稿
（
原
稿
・
写
真
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内

で
、
テ
ー
マ
は
①
趣
味
②
日
常
の
臨
床
③
夏

の
思
い
出
④
エ
ッ
セ
イ
・
川
柳
・
俳
句
―
―

な
ど
。
顔
写
真
を
同
封
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
は
、
郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
で
協
会

事
務
局
ま
で
。
７
月
18
日
必
着
。
掲
載
者
に

は
薄
謝
進
呈
。

【
送
付
先
】
〒
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２
―
33
／
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６
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休業保障
制度

休業保障
制度

募集期間：
５月26日～９月14日
加入日：
2021年12月１日

傷病への
備え

募集期間：
４月１日～６月25日
責任開始日：
2021年９月１日

保険医
年金
保険医
年金

老後への
備え

随時受付

お問い合わせは共済部（℡06-6568-7438）まで
入って安心！保険医協会の共済制度

労働保険
事務組合
労働保険
事務組合

従業員も
安心

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

支払基金支払基金
〝改革〟の行方〝改革〟の行方⑤⑤
フリーライターフリーライター 橋本　巖 橋本　巖
（元大阪府支払基金職員）（元大阪府支払基金職員）

本
部
の「
審
査
基
準
」へ
統
一

　

前
回
、「
歯
科
の
審
査
は

ほ
ぼ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
依

存
」
と
指
摘
し
た
。
で
は
、

実
際
に
そ
の
審
査
の
結
果
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
支
払
基
金
の
統
計
資
料

か
ら
具
体
的
に
み
て
み
よ

う
。1616

年
ピ
ー
ク
に
減
少

年
ピ
ー
ク
に
減
少

　

表
①
は
、
２
０
１
２
年
度

か
ら
19
年
度
ま
で
の
全
国
と

大
阪
の
減
点
金
額
の
状
況
で

　

た
だ
し
、
支
部
間
の
ば
ら

つ
き
が
大
き
い
の
が
歯
科
の

特
徴
だ
。
例
え
ば
、
表
に
は

な
い
が
、
奈
良
は
平
均
点
数

１
１
０
５
点
で
請
求
１
万
点

あ
た
り
の
減
点
が
87
・
２
点

（
全
国
上
位
か
ら
２
番

目
）、
滋
賀
は
平
均
点
数
が

１
０
７
６
点
で
同
減
点
が
72

・
５
点
（
同
４
番
目
）
と
ど

う
み
て
も
突
出
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
支
部
に
お

け
る
過
去
の
減
点
の
傾
向
あ

る
い
は
歯
科
医
療
顧
問
の
指

導
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
審

査
が
甘
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
支
部
間
の
審
査
差
異

の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
支

部
ご
と
の
「
点
検
条
件
」

（
職
員
の
審
査
事
務
で
疑
義

付
せ
ん
を
貼
付
す
る
項
目
）

を
順
次
廃
止
、
本
部
の
「
点

検
条
件
」（
審
査
基
準
）
に

統
一
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ

と
思
わ
れ
る
。

　

裏
返
し
て
言
え
ば
、
支
部

は
こ
れ
ま
で
過
剰
な
減
点
を

し
て
い
た
と
言
う
こ
と
だ
。

あ
る
。
全
国
で
は
、
年
々
査

定
額
が
増
え
、
ピ
ー
ク
は
16

年
度
の
約
７
億
４
千
万
円
で

あ
る
。
大
阪
も
同
様
な
傾
向

で
ピ
ー
ク
の
16
年
度
は
約
４

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

支
払
基
金
は
、
18
年
度
以

降
は
都
道
府
県
毎
の
結
果
を

公
表
し
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
大
阪
も
全
国
と
同
じ
よ

う
に
下
降
し
て
い
る
と
想
定

さ
れ
る
。

　

な
お
、
17
年
度
以
降
か
ら

減
点
額
が
減
少
し
て
い
る

支
部
間
に
ば
ら
つ
き

支
部
間
に
ば
ら
つ
き

　

表
②
は
、
２
０
１
７
年
度

の
全
国
及
び
主
要
支
部
の
１

件
あ
た
り
平
均
点
数
及
び
請

求
１
万
点
あ
た
り
の
減
点
点

数
の
比
較
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
平
均
点

数
と
減
点
点
数
の
間
に
は
何

の
法
則
性
も
な
い
。
歯
科
医

師
は
医
学
的
知
識
と
裁
量
で

も
っ
て
診
療
し
、
審
査
委
員

は
医
学
的
知
識
・
臨
床
経
験

と
裁
量
に
よ
っ
て
審
査
を
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
支
部
間

に
相
異
が
あ
っ
て
な
ん
ら
不

思
議
で
は
な
い
。

表② 全国及び主要支部別１件当
たり平均点数並びに請求１
万点当たり減点数 （2017年度）

支部支部 平均点数平均点数 １万点当た１万点当た
りの減点　りの減点　

全国 1,176 38.9

北海道 1,435 43.5

東京 1,140 32.8

神奈川 1,186 36.0

愛知 1,157 38.7

大阪 1,331 32.0

兵庫 1,239 51.2

福岡 1,276 26.5

表①減点　歯科の減点金額の推移

年度年度 全国全国 大阪大阪

2012 49.8 1.8

2013 57.6 2.3

2014 63.9 2.9

2015 71.9 3.4

2016 73.7 4.2

2017 71.9 3.8

2018 69.4 ー

2019 66.7 ー

単位は千万円
2018年度以降都道府県別は非公表

は
、
「
マ
ス

ク
な
し
」
と

「
マ
ス
ク
あ

り
」
で
同
じ

会
話
や
動
作

を
す
る
看
護

師
の
収
録
映


